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この藤は、亡
き父が大切に育
てていた盆栽で
したが、長い間
に鉢が割れ、地
植えにしたとこ
ろ、甘い香りと
ともにたくさん
の花が咲くよう
になりました。また、いろいろ利用できるハーブ類も育
てておりますが、ナスタチウムは冬を2回越しました。
霜に当てないよう早めに家の中に入れただけですが、一
本の根で頑張っている姿はうれしいですね。

花好きのわが家では、一年中
季節の花を眺めていたいという
気持ちで、毎年テーマを決めて
います。今年は「可憐に咲く草
花を増やそう」また「実のなる
木を育てよう」の二つです。じ
つは昨年植えたブルーベリーの
木に花が咲き、この花が甘い実
になるのを期待しています。き
れいに咲く花々や樹木に出会え
たことを、感謝せねばと思いま
す。

わが家は花好き家族
マイ・ガーデニング

今年７月で上の子「稜
りょう

人
と

」は３歳を
迎え、妹の「楓

かえで

」は１歳を迎えます。
１歳７か月しか離れていない年子なので、始めは稜
人の赤ちゃんがえりが大変でしたが、義母を始め義
姉などいろいろな人の支えがあったため、私も頑張
って育児ができました。
今では、おもちゃの取り合いや意地悪をするよう
になり楓を泣かしてしまうこともあるけど、楓は稜
人のことが大好きです。稜人も優しい一面があり、
まだ歩けない楓の手をつないであげたり、結構お兄
ちゃんぶりを発揮しています。
この間楓が入院したとき、稜人には大好きな義姉
の家にお世話になりいろいろな所に連れて行っても
らったり、帰るとなると「コンビニ行く」とわがま
まを言っていたみたいだけど、「稜人はおりこうに
して待ってて偉かったよ」と優しい言葉をかけても
らいとても安心しました。前は毎日行っていた義姉
の家、今は週３日にしています。これからもよろし
くお願いします。

大字中田 遊馬真由美さん 27歳

６
月
1
日
発
行
　
　
　
　
　
　
　
●
発
行
所
／
〒
3
0
6
I
8
6
0
1
茨
城
県
古
河
市
長
谷
町
38
番
18
号

古
河
市
役
所

０
２
８
０（
22
）５
１
１
１

●
発
行
人
／
古
河
市
長

小
久
保
忠
男

●
編
集
／
市
民
の
声
を
き
く
課

●
印
刷
／
成
田
商
事
株
式
会
社

鴻巣の小倉美知さん

シャッターチャンス！
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花
柄
の
夏
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着
た
少
女
が
ひ
と
り
、
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な
い
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椅
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大
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す
。
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に
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業
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ま
た
、
同
大
学
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日
本
画
科
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友
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想
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画
風
を
創
り
出
し

た
樋
田
氏
で
す
が
、
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の
時
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、
画
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の

私
的
な
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。

こ
れ
ら
の
作
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は
、
母
と
娘
の
信
頼
関

係
を
表
す
と
と
も
に
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日
々
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